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就労支援実務者の専門性と支援力に資する
知識・スキル等に関する研究

―効果的な就労支援に必要な知識・スキル等リストの作成―

〇大竹 祐貴（障害者職業総合センター 上席研究員）
藤本 優、稲田 祐子、堀 宏隆（障害者職業総合センター）
竹内 大祐、唐沢 武、春名 由一郎、野口 洋平（元障害者職業総合セン
ター）

第３分科会
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調査研究の背景と目的

⚫ 地域の障害者就労支援の成果には、幅広い知識・スキル等の習得や
組織の人材育成の取組が関連している。

⚫ しかし、それらは従来、必ずしも雇用と福祉にわたる関係者の共通認識
として言語化・体系化されてこなかった。

① 効果的な就労支援に必要な知識・スキル等の言語化・体系化
② 効果的な就労支援に必要な知識・スキル等を充足する取組の明確化
（本発表では、主に①に関する調査について紹介します）

研修等の内容の検討に資することや、就労支援実務者と
人材育成担当者が共通認識をもって専門性の向上に取り組むための
一助となる。
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効果的な就労支援に必要な知識・スキル等の
言語化・体系化のプロセス

➢ 2003年～2023年に発行された国内外の知識・スキル等を整理した文献調査等

➢ 知識・スキル等リスト（網羅的リスト）について、
障害者就労支援分野の有識者（10名）へのヒアリング

➢ 地域で効果的な就労支援を実施している就労支援機関
154機関の経験豊富な支援実務者へアンケート調査を
依頼⇒回答者111名（回収率72.1％）
➢ 対象支援機関の選定：有識者や全国の地域障害者職業センター
（支所を含む）からの情報提供による

➢ アンケートの内容：知識・スキル等の重要度、修正が必要な
場合はその理由や修正案、不足している情報の追加等について

１ 知識・スキル等リスト（網羅的リスト）

２ 知識・スキル等リスト（草案）

３ 知識・スキル等リスト（完全版、要点版）
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知識・スキル等リスト（網羅的リスト）に関する
有識者10名からの意見等

⚫有識者：学識経験者及び障害者就業・生活支援センター、

就労移行支援事業所、地域障害者職業センターの管理者

⚫国内外の文献等から作成した網羅的リストの内容で不必要と

される項目はほとんどない。

⚫全般的に障害者就労支援の現実の課題を踏まえ、特に以下の
知識・スキル等についての明確化や強調が必要である。

➢障害者本人の労働の権利、労働関係法規・雇用管理の知識

➢合理的配慮を含めた障害者本人と事業主双方への支援

➢個別支援ニーズに対応できる地域関係機関等との連携スキル

➢障害者本人の自己決定支援

➢就職活動から職場適応、生活支援まで一貫した支援
4
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知識・スキル等リスト（草案）に関する
経験豊富な支援実務者からの意見等を踏まえた対応

※スライド６及び７をご参照ください

⚫大見出し16項目について

➢一部見出し名の変更等をしながら、幅広い知識・スキル等を16領域にまとめた。

⚫中見出し65項目について

➢65項目中64項目で重要度は高いとの回答であった。

⇒重要度が低くなった項目（職場適応・定着に役立つ機器や資源の情報提供）は、
他の項目（就職後の合理的配慮提供に向けた支援）と統合。また、ライフステージ
に対応した仕事や生活に関する支援の必要性があることを踏まえ、項目を追加。

⚫具体的内容200項目の適切性について

➢150項目は「適切」と評定。

➢50項目は「適切性は低い」と評定。

⇒支援の実態や必要性を踏まえた修正、よりわかりやすい内容・表現への

修正等を実施した。 5
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1. 障害者の就労支援の意義

2. 就労支援における支援者の基本的姿勢

3. 障害者就労支援に関する法令・制度・

サービス

4. 企業経営と雇用管理

5. 様々な相手（障害者・事業主・関係機関・

家族等）との相談・説明

6. 支援者間の記録・伝達

7. 障害者の自己理解・自己選択・自己決定

の支援

8. 就労支援における障害者のアセスメント

9. 就労支援のプランニング

10. 職業生活に必要なスキル習得に向けた

支援

11. 仕事の選択・求職活動や職場への

移行の支援

12. 職場（実習中含む）への適応支援

13. 職業生活を充実させるための

体調管理や生活の支援

14. 障害者雇用に取り組む企業の

アセスメントと支援

15. 関係機関や家族との連携

16. 障害者雇用の啓発と支援人材の育成

地域の就労支援機関を対象とした
意見集約により明らかになった

効果的な就労支援に必要な知識・スキル等の16領域

※効果的な就労支援に必要な知識・スキル等リストは、16領域、65項目（No.1～
No.65）とそれらの具体的内容を示す201の詳細項目により構成
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効果的な就労支援を行うために必要な知識・スキル等リスト
（一部抜粋）

大見出し
（全16領域） 中見出し

（No.1 ～
No.65 ）

具体的内容
（全201の詳細

項目）
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考察

＜本調査研究の成果＞
効果的な就労支援に必要な知識・スキル等の具体的内容の言語化・体系化を

目指した調査（文献調査、障害者就労支援分野の有識者へのヒアリング、効果的な
就労支援を実施している就労支援機関へのアンケート）

効果的な就労支援に必要な知識・スキル等の具体的内容が近年の就労支援の
大きな枠組みの変化を反映した多岐にわたるものであることが明らかに。

⚫ 雇用と福祉の分野横断的な基礎的知識・スキルを付与する研修（障害者の
就労支援に関する基礎的研修）等の各種研修、地域障害者職業センター等の助言・
援助の効果的な実施等に向けた重要な成果。

⚫ 就労支援実務者と人材育成担当者が共通認識をもって専門性の向上に取り組む
ための一助。

＜今後の課題＞
①知識・スキル等の習得等の優先度に関する機関や地域等の多様な要因の検討、

②制度・サービスの発展を踏まえた知識・スキル等の内容の見直し、③作成した知識・
スキル等リストの活用状況等の把握、④就労支援実務者のキャリアパスの明確化、
⑤研修・OJT・情報交換等の人材育成の取組の実施状況や効果の検証 等
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就労支援実務者の専門性と支援力に資する知識・スキル等に関する研究
（調査研究報告書 No. 180）

効果的な就労支援に必要な知識・スキル等の
具体的内容について 16 領域、65 項目に
言語化・体系化しました。

それぞれの知識・スキル等の習得にあたり
優先的とされていた方法についても明らかに
しました。さらに、人材育成の組織的取組を
効果的に実施するための創意工夫について
明らかにしました。

9

9

効果的な就労支援に必要な
知識・スキル等リストにつきま
しても、こちドからご覧いただ
けます。

障害者職業総合センターホームページ
https://www.nivr.jeed.go.jp/research/report/houkoku/houkoku180.html
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（参考）まなびピット

就労支援機関等に対する就労支援ノウハウの提供、職リハ専門人材の育成支援

（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構ホームページ）
https://www.jeed.go.jp/disability/supporter/supporter06.html

⚫ 「就労支援実務者の専門性と支援力に資する知識・スキル等に関する研究」で明らかとなった、就労支援

実務者にとって学習の優先度が高い項目、初任者が優先的に学習すべき項目を中心として抽出し、7領域に

再編し、 「就労支援に必要とされる知識・スキルを確認するツール」＝「まなびピット」を作成

⚫ 「まなびピット」は、単に就労支援のスキル全体をチェックするためのものではなく、優先度が高い項目や

支援者として成長していく上で特に初任者が押さえるべき内容として整理

⇒自分の現在地を把握し、次に何を学ぶかを明確にするためのチェックシート

こちらからご覧いただけます。
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